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データで知る帯広
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障害者差別解消法が施行
されます…………
　　　　　　　　■

町内会で育てよう
地域の輪 ……………
　　　　　　　　■

予防接種で病気を防ぐ　
　 ……………………

人間ドック・脳ドックの
申し込みを受け付けます
 　…………………… 6
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２月末の人口と世帯数

２月の火災発生件数

２月の家庭ごみ排出量

人口▶168,404人
 （前月比ー89人）

  男 ▶80,328人
  女 ▶88,076人
世帯▶85,861世帯
 （前月比ー61世帯）

ご　み　量 1,671ｔ
 （前年同月比+70ｔ）

資源ごみ（Sの日）量 551ｔ
 （前年同月比+35ｔ）
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フードバレーとかちは、十勝の強みである食と農林漁業を生かした地域成長戦略です。

平成２８年度の人間ドック・脳
ドックの申し込みを４月
６日（水）から12日（火）まで受
け付けます。
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持続可能な地域経済をつくる
新たな仕事や、十勝・帯広への人の流れを創出し、地
域経済の活性化を促します。

未来を拓くひとをつくる
子どもたちの健やかな成長や、多様な人の活躍促進な
ど、地域の未来をつくる人材を育成します。

安心できるまちをつくる
健康で生きがいのある暮らしや、災害への備えなど、
快適で安心して生活できる暮らしの実現に努めます。

1

2

3

一般会計 837億3100万円 2.4％

特別会計 518億2400万8000円 3.5％

企業会計 151億7132万9000円 1.0％

合　　計 1507億2633万7000円 2.4％

予 算 額 前 年 比会 計 名

　平成28年度予算案は、３月１日から開催されている第１回定例市議会で審議されています。
　　　　　　　財政課（市庁舎５階、☎65・4106）問い合わせ

（９会計合計）

（２会計合計）



上記の事業は、第１回定例市議会で審議中であり、今後内容などが変更になることがあります。あらかじめご了承ください。
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平成28年度 予算案のポイント主な事業を紹介します。
一部平成27年度補正予算に
よる前倒し分を含みます。

持続可能な地域経済をつくる 未来を拓くひとをつくる

安心できるまちをつくる

総額 34億4181万5000円

総額 71億5320万5000円

総額 12億9240万6000円

　公共施設などの適切な管理
○（仮称）公共施設マネジメント計画の策定 【720万2000円】

○鉄南コミセンの耐震補強工事、川西合同庁舎の耐震診断　　
　…………………………………………… 【3205万2000円】

○橋りょう・公園・市営住宅・上下水道などの点検・補修　　
　……………………………………… 【10億570万2000円】

　広域連携の推進
○消防広域化の運用を開始 ……………【16億2163万1000円】

　防災・安全安心
○空き家などの対策、新たな放置空き家などの発生抑制の検討
　…………………………………………………… 【300万円】

○水槽付消防ポンプ自動車、高規格救急自動車の更新（事業費
は、とかち広域消防事務組合への分担金額） 【608万5000円】

○浸水リスクの把握を目的とした、シミュレーションを実施 
　………………………………………………… 【2300万円】

　地域包括ケア・高齢者福祉
○（仮称）まちなか交流サロンの開設支援 ……… 【185万円】

○生活支援コーディネーターの配置 …………【569万6000円】

○認知症初期集中支援チームの設置など ……【335万8000円】

　障害者福祉
○手話言語条例制定に伴う講演会の開催など…【897万6000円】

　良好な環境の確保
○省エネ機器（HEMS※６)導入に対する補助…………【42万円】

○ＰＭ2.5（微小粒子状物質）の測定 ……… 【42万4000円】

○家庭から出る剪定枝の無料受け入れ（春、秋、各１回を予定）
　　…………………………………………… 【43万2000円】

　社会基盤の整備
○清流の里地区に新たな福祉　　　　　　　　　　　　　　　
センターを建設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　…【1億2088万4000円】

○園路の段差解消や多目的トイレなどの整備による公園のバリ
アフリー化……………………………………… 【6030万円】

　景気対策事業（一部再掲）
○規模や時期に配慮した発注や、雇用の確保対策など　　　　
　……………………………………… 【4億6931万8000円】

　観光振興・交流促進
○十勝におけるアウトドアのブランド化に向けた調査、十勝ア
ウトドアＤＭＯ※１設立に向けた調査 ……… 【1000万円】

○2017冬季アジア大会の開催（帯広ではスピードスケート競技
を実施）…………………………………… 【9019万7000円】

○空港ターミナルビルの

　機能拡充に対する支援

　　……【5億324万円】

　商工業振興、イノベーション創発
○日本トップクラスの「食」のブランドづくりの推進　　　 
　………………………………………………【643万1000円】

○十勝・イノベーション・エコシステム（創業・起業支援シス
テム）の推進 ……………………………… 【2963万7000円】

　農業の振興・ＴＰＰ対策
○十勝型GAP※２の導入促進 ……………………… 【400万円】

○農業者のICT機材導入や経営規模拡大などに対する制度融資
事業の拡充…………………………………… 【3億2064万円】

○農業用GPS基地局の整備費を補助……………… 【450万円】

○加工用馬鈴薯選別貯蔵施設の整備費を補助　　　　　　　 
　……………………………………… 【6億2073万5000円】

○中小企業のHACCP※３導入の効果や支援制度をまとめた事
例集の作成……………………………………【235万9000円】

　少子化対策、子育て支援の充実
○保育所の育休退所制度の廃止 …………………… 【881万円】

○(仮称)第２緑ヶ丘児童保育センターの建設 【1億2503万4000円】

○認定こども園などへの給付 ………… 【4億3474万3000円】

○へき地保育所の認可化に向けた取り組みの推進　　　　　 
　……………………………………… 【2億5406万7000円】

○中学３年生を対象としたピロリ菌検査 ……【152万4000円】

○日本脳炎の定期予防接種化 ……………… 【5080万1000円】

○男性の育児休業取得を促進するため、子育て応援事業所促進
奨励金の要件見直し……………………………… 【750万円】

　人材の育成・確保
○U I Jターン※４希望者への情報発信や就業相談など　　　　 
　…………………………………………… 【3439万2000円】

○地域の経済発展に寄与する人材を帯広畜産大学と共同で育成 
　………………………………………………【558万2000円】

　教育環境などの充実
○歯科衛生士の養成に向けた支援 ……………… 【1000万円】

○学校を中心に活動するボランティアなどの取り組みに対する
支援を目的とした、こども学校応援地域基金の創設　　　 
　………………………………………………… 【1000万円】

○学校トイレの洋式化…………………………… 【1400万円】

○柏小学校のトイレ大規模改修 ……… 【1億5768万7000円】

○動物展示施設の整備や動物の購入などを目的とした、おびひ
ろ動物園ゆめ基金の創設 ………………………… 【400万円】

○新たな総合体育館の整備に向けたPFI ※５アドバイザリー業務
の実施や事業用地の取得など …………… 【3710万5000円】

重点１重点１ 重点2重点2

重点3重点3

空港ターミナルビル完成イメージ

せんてい

※1 DMO……多様な関係者と協同しながら、観光地域づくりを実
現するための戦略を策定し、その戦略を実施する組織

※2 GAP …… 農業生産工程の正確な実施、記録、点検、評価など
を行うことによる持続的な改善活動

※3 HACCP…食品を製造する際に潜む危険を科学的に記録、分析
した上で、安全管理基準を高める衛生管理の手法

※4 U I Jターン…移住の流れを、地図上の動きからアルファベットに
なぞらえたもの

 Ｕ＝地方から都市へ移住し再び地方へ移住
 Ｉ＝都市から地方へ移住
 Ｊ＝地方から大都市へ移住し地方近郊の中規模都市へ移住
※5 PFI………公共施設などの建設、維持管理、運営などを民間の

資金と能力を活用して行う手法　　　　
※6 HEMS… 家庭で使うエネルギーを節約するための管理システ

ム。家電の電力使用量などを｢見える化｣したり、機
器を｢自動制御｣するもの

用語解説

ギャップ

ハサップ

ヘムス

ばれいしょ
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リラクゼーション室休室のお知らせ　１月１日(祝)、11日(祝)は、保健福祉センターのリラクゼーション室はお休みします。　問健康推進課（東８南13、保
健福祉センター内、☎25・9721）
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◇一般会計の歳入と歳出

市民１人当たりの予算（一般会計）

◇特別会計

◇企業会計

平成28年１月末現在の人口16万8493人で換算

○市税 ……………………………………………… 12万9518円
○国・道からの交付金、補助金など ………………24万380円
（交付税、交付金、国・道補助金など）
○施設の使用料など …………………………………1万9514円
（分担金、使用料、財産収入など）    
○貯金の取り崩し（繰入金）…………………………… 1153円
○貸付金など（諸収入） ……………………………7万7348円
○借金（市債） ………………………………………2万9028円

○庁舎の管理、防災など（議会費、総務費など）…4万1360円
○福祉・保健衛生など（民生費、衛生費） …… 22万8649円
○産業振興など（労働費、農林水産業費、商工費）…7万5195円
○道路・公園整備など（土木費） ……………………3万7955円
○消防関係（消防費） …………………………………1万9255円
○学校教育、文化・スポーツ振興など（教育費） ……4万7円
○借金の返済（公債費） ……………………………5万4520円

※　普通会計とは、全国の自治体の財政状況を比較するための会計の基準です。
本市では、一般会計に中島霊園事業会計と空港事業会計を加えたものです。

国民健康保険会計 203億1908万3000円 3.8％

➡

 国民健康保険事業 

後期高齢者医療会計 20億1795万7000円 4.7％

➡

 後期高齢者医療給付事業

介護保険会計 132億3073万6000円 2.1％　 介護保険事業

中島霊園事業会計 6193万9000円 0.8％

➡

 中島霊園の管理

簡易水道事業会計 7364万8000円 28.1％　 簡易水道の整備、管理

農村下水道事業会計 1億3148万円 10.9％　 農村地区の下水道整備、管理

ばんえい競馬会計 147億8910万5000円 14.1％　 ばんえい競馬の開催

駐車場事業会計 1億113万8000円 2.8％

➡

 市営駐車場の管理

空港事業会計 10億9892万2000円 90.2％　 とかち帯広空港の管理

会 計 名 使 　 途予 算 額 前年比

水道事業会計 74億3921万8000円 0.0％　 水道の整備、管理

下水道事業会計 77億3211万1000円 1.9％

➡

 下水道の整備、管理

会 計 名 使 　 途予 算 額 前年比

歳入合計
837億
3100万円
(2.4% 　)

歳出合計
837億
3100万円
(2.4%　)

【市税】
市民の皆さんや法人が
納める税金
218億2285万9000円
26.1％（1.5％　）

【国庫支出金】
国からの補助金など
148億7165万3000円
17.8％（7.4％　）

【商工費】
商工業振興、観光振興
などの経費
85億8590万7000円
10.3％（11.3％

➡

）

【教育費】
学校教育、生涯学習
などの経費
67億4084万8000円
8.1％（2.0％　）

【土木費】
道路、公園、住宅の
整備・管理などの経費
63億9516万4000円
7.6％（0.2％

➡

）

【衛生費】
健康、母子保健、清掃、環境
モデル都市推進などの経費
50億8806万円
6.1％（1.9％　）

【公債費】
借金を返済するための
元利償還金などの経費
91億8628万5000円
11.0％（4.8％　）

【その他】
消防費、議会費などの経費
62億2303万3000円
7.4%(21.3%　)

【農林水産業費】
農林業振興などの経費
39億7826万8000円
4.7％（4.2％

➡

）【総務費】
人事、徴税、戸籍など
他に分類されない経費
40億9583万9000円
4.9％（6.0％

➡

）

【その他】
使用料・手数料など
94億1817万3000円
11.2％（10.2％　）

【市債】
長期的な借入金
48億9107万7000円
5.8％（24.8％

➡

）

【道支出金】
道からの補助金など
53億8498万8000円
6.4％（4.6％　）

【諸収入】
預金利子、貸付金返還金など
130億3262万4000円
15.6％（14.3％　）

【地方交付税】
国が一定基準に基づき
市に交付するもの
143億962万6000円
17.1％（3.7％

➡

）

【民生費】
高齢者、障害者、子どもなど
を支援する経費
334億3759万6000円
39.9％（5.4％　）

収入 合計　49万6941円

支 出 合計　49万6941円

　　　　　　　　　　　　　　　平成28年度末基金現在高見込（※普通会計）
　　　　　　　　　　　　　　　40億4495万円を人口で割った金額。
○平成27年度末と比較して1894円の減少

貯金額　2万4006円

　　　　　　　　　　　　　　　平成28年度末市債現在高見込（※普通会計）
　　　　　　　　　　　　　　　944億2836万4000円を人口で割った金額。
○平成27年度末と比較して1万5193円の減少

借金額　56万429円

※％は構成比、（　）内の％は前年度対比を表しています。
※歳出の各科目には、それぞれ関係する職員の給与費が含まれています。
　 （給与費総額は86億8623万4000円）

歳出

歳入
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